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まえがき

本報告書は､ 1991年6月24日より 7月 2日にかけて中華人民共和国で実施した標

記農業開発事業事前調査についてとりまとめたものであるo

中華人民共和国において農業は重要な位置を占めているが､近年の農業発展はめ

ざましいものがあり､現在はほぼ食糧自給体制を確立するに至っている｡また､径

済解放政策の進展によって､国民の生活水準の改善が見られ､食生活の改善も進ん

でいる｡このような背景のもと､国内の野菜に対する需要は急増しており､また､

農業の多角化を進め国民の大多数を占める農家の所得向上のためにも､政府は農業

政策の主要方針のひとつとして､野菜生産振興を掲げ､野菜増産の努力を行ってい

る｡

福建省は､その温噴な気候を利用して野菜栽培が盛んなところであり,特に､中

国北部の大都市で野菜の不足する冬場の供給地として重要な位置を占めている｡ま

た､古くからの海外華僑との繋がりによって優良品種､新技術の導入に努めており､

野菜生産の先進地としての発展が望まれている｡

しかしながら､これまでともすれば食糧増産に政策の重点が置かれていたためか､

野菜の研究､種子生産体制の蕃備､施設等の充実はこれからといった感はいなめな

い｡このような中で､福建省人民政府は優良な野菜種子の供給が野菜振興の基本で

あるという認識のもと､野菜研究･種子生産体制の整備に意欲的に取り組んでいる｡

今回の調査によって､福建省人民政府は､福建省農業科学院の野菜研究､種子生産

のための施設及び機材の整備を早急に行いたいという強い希望を持っている感触を

得ることができた｡

調査の実施にあたり､ご協力とご助言を賜った中国福建省関係諸機関､在中国日

本大使館､ ∫ I CA専門家の各位に対し､深甚なる謝意を表するものである｡

調 査 団

吉 野 治 伸
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現地写真
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調査の背景と目的

1.1背 景

中華人民共和国(以下｢中国+という)の南東部にある福建省は､冬期の野菜

供給源として､広東省､四川省などの南部諸州と共に全国的に重要な位置を占め

ている｡ また､近年の野菜需要の増大に伴って､優良種子の需要の増大が高ま

り､輸入量も増えているが,福建省人民政府は優良野菜種子の供給が野菜生産振

興の基本であるとの認識を持ち,野菜生産技術の研究､種子生産体制の整備に意

欲的に取り組んでいる｡

しかし､種子の生産･研究を行なっている層業優良品種開発公司,福建省環種

苗有限公司(いずれも福建省科学院の下部組織)とも､野菜種子の研究､生産､

精選､加工のための満足な施設を保有していないため､種子の品質を低下させて

いる原因となっている｡

1.2 調査の目的

上記の背景を踏まえ､福建省の野菜種子生産､野菜生産の現状,担当機関の役

割､能力を確認し,同省内の野菜生産,種子生産を操典させ､ひいては同省の農

業振興のため日本の技術､径済協力の可憶性の検討を目的とした｡

中国の農業概況

2.1農業概況

中華人民共和国(以下｢中国+という)の経済の基盤は農業であり､総人口の

約70 %カi農村部に居住しており､労働人口の中で農業の占める割合は約60 %で

ある｡

建国以来､中国政府はこれら国民の大多数を占める農民の生活向上及び増え続

ける人口を養う食糧の安定供給のために､農産物の増産を最重要政策として推進

している｡ その結果､農業生産は順調に伸び続け,特に1979年以降の解放政策

に伴う農業部門の発展はめざましいものがある｡ 1g84年には政府が｢基本的に

- 1 -



は国民の衣食の問題は解決した｡ +と宣言するに至り,近年は食糧の安定的な自

給を達成している｡

表2.1主要農産物生壁圭

単位:百万トン

品目 1949 1978 1988 1989

穀物 113.18 304.T7 394.01 407.55

ワタ 0.444 2.167 4.2 3.788

油糧作物 2.564 5.218 13.2 12.95

サトウキビ 2.833 23.818 62.37 58.04

タバコ 0.043 1.052 2.33 2.41

-･繭
0.031 0.173 0.44 0.49

チャ 0.041 0.268 0.54 0.54

果物 1.2 15.51 16.22 18.37

出典: CHTNA : Facts 良 Figures 19gO. Ⅳey Star Publishers

しかしながら､中国政府は今後の国家経済の発展のためには､農業部門の持続

的な成長が不可欠であるとして, 1986-19gO年において実施された第7次5か年

計画の中での農業政策の主要方針を以下のよう設定しているo

a)農業を国民経済の基礎とする方針を引続き堅持し､農村経済の全面的発展

を促進する｡

b)農林牧漁業の優良品種の高塀量技術と加工技術を発展させる.

c)農業生産責任制の安定および充実を基礎とし､生活水準を向上させ､涜通

径路を整備し,商品化を発展させる｡

d)家族経営を基礎に,生産規模を拡大し､経済効果を向上させることを援助

する｡

e)先進的な専業農家が商品化生産を発展させ,生産技術を向上させることを

援助する｡

f)食糧作物の生産を疎かにすることなく､径嘗を多様化させる一方,食糧作

物の生産計画を達成させるために,耕地面積を安定させ､収量の向上に努

力する｡

g)工芸作物の生産は､市場の需要状況及び動向に基づいて計画的に行う0

b)都市近郊では十分な耕地面積を確保し､近郊を主体に逮郊を補助とし,地

方生産地を調整地とする総合的な野菜生産体制を策定する｡

i)一部の何科､緑肥作物の耕作面積を計画的に増大させるo
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以上のように､中国政府は引続き食糧の安定供給を最優先として､食糧の増産

を行うとともに､自給を達成した現在の状況を踏まえて農業の多様化を図り､付

加価値の高い農産物･加工品の生産を奨励し､農村径済の活性化､農民の生活向

上を行う方針である. 1991年以降の新しい農業開発計画は明かではないが､そ

の後の中国の農業をとりまく環境に基本的な変化は無く､上記の方針に大きな変

更は無いものと考えられる｡

2.2 野菜生産

中国の野菜生産の現状を表 2.2に示した｡

広大な国土に多様な気候条件を有する中国では､温帯から熱帯性のものまで多

種愚の野菜が生産されている｡ 野菜の生産量辻年々増加傾向にあり,穀物と比

較してその増加率は高くなっている｡ 作付面積､単位当り収量とも順調に増加

しており､規模的拡大とともに栽培技術の向上も行なわれていることが表から読

み取れる｡

このように､近年野菜生産が急激に増加しているのは､国民の所得が増加した

ことによって食生活が変化し野菜の需要が増えたこと､解放政策によって農家が

余剰生産物を自由に処分できるようになったため換金性の高い野菜の生産に力を

入れたこと､などが考えられる｡ また､技術的面でも解放政策によって海外か

ら優良な品種の種子が入り易くなったこと､国内の研究レベルが向上し技術改善

が行われたことなどによって､農家の野菜生産を支援する体制が充実してきたこ

とを背景としてあげることができる｡

今後も所得の増大による国民の生活水準の向上に伴って､野菜-の国内需要は

増加し続けるものと予想され,同時に,年間を通じた安定供給､種類の多様化､

品質の向上等への消費者からの要望が強くなってくるものと考えられるo

叉､政府は､第7次5カ年計画での農業政策の主要方針の一つとして野菜生産体

制の強化をうたっており､今後ともこの方針は堅持されるものと考えられる｡
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衰2.2 中国における野菜類の作付面積･生産量･収量

年

作物

A:作付面積(xl,000fla) B:収量(Kg/Ra) C:生産量(xl,000Ton)

79-81 1g87 1988 1989 79181 1987 1988 1989 79-81 1987 1988 1989

キャベツ 418 違53≡ 砥& 13,985 16,850 17,108 17,380 5,848 琶535 2=;;75:仕 若槻8

トマト 289 a:32･ 溶き 14,254 15,919 15,881 15,831 4,118 星…;･3/:65:51;=･=3:495=;;こ尋3=8

カリフラワー 62 ?7 町 88 12,299 13,427 13,411 13,125 760 ILL.03昏 1二二:035 1ilO5O

…親'b紬
79 93 96. 姻 ll,751 14,791 14,749 14,939 926 Ⅰ`.■380_ 1三■41･8 圭一;A馳

214 呈鯛 窒41: 2癖 12,412 15,540 15,846 16,054 2,662 31;,224; 3■:.=哉14-3:.i.･:93.8

ナス 155 1?3= i.=!.8
.提苧

9,569 12,707 12,701 12,737 1,486 芸i==1組 之=,l■23与2i.劫O

けがラシヤコショウ
.146

163 ま随 '168 9,577 12,149 12,172 12,072 1,396 ま■さg･7連2=iL..βg2≡2i.舵署

タマネギ 211 23,才 24..‡ 24.3: 12,522 15,149 15,256 15,758 2,646 31.;:=5_9Ⅰま=;:舶虫二3,紀6

ニンニク 58
17.I

芋皇 7=.3= 9,086 8,923 8,477 8,863 525
.6B:鉦

610. 鋭芸

エンドウ 35 45 鵬 4芋 9.980 9,699 9,551 9,578 354 435. 4_313: 415==41

ニンジン 97 122
;I:2.3; ,12提

18,420 21,194 21,147 21.405 1,791 穿i:幻IS= 2i=.:$9B. 2;=i9.17=

スイカ 230 3榊 3251 18,402 18,701 18,722 18,714 4,229 転写畠91 51;=:87量 6.i:O&2

冨鑑器
95 王≡娼 12≡才= 12与 16,124 19,669 19,489 19,440 1,528 2‾;=3.2! 星≡;■3す812i■4■3:.Q

5l,720 才呈=i8皇3･･!4i4躯 74iO65

合計
I

79,989 圭串溺車=･:..:I:.:::ffi;=.16Sを■二≡子芋呈屯毒喋::=.;=

出典) ”FAO YEARBOOK Vol.43 1989”より作成

臓考).=≡ 三: FAOによるEsti山ation

- :データなし



福建省の概要

3.1 自然条件

(1)位置及び地形

福建省は中国大陸の南東部､北緯24-28度､東径116-120度に位置しているc

同省の面積は約12万kn2であり､全般に山地が多いo即ち､海抜500 m以上の山間

地が総面積の75%を占め,海抜50-500 m迄の丘陵地帯は15%,平野部は僅かに10%

である｡東部は台湾海峡に面し､リアス式海岸が続いている｡この人り組んだ海

岸は天然の良港を形成しており､伝統的に海外との交易が盛んであり､日本との

結びつきも強い｡

(2) 気 候

大部分が亜熱帯海洋性モンスーン気候帯に属し､年間平均気温は17-21oCと年

間を通して温暖である0 年間降水量は約1.000mであり,春から夏にかけて降雨が

集中するc 表 3.1に福建省の気候を示した｡

表 3.1福建省(度門)の気候

平均気温(oC) 平均湿度(%) 降雨量(nm)

1月 12.3 73.0 39.6

2月 12.3 76.O 60.5

3月 14.8 79.0 80.5

4月 19.2 80.0 104.8

5月 23.5 84.0 128.6

6月 25.8 86.0 2SZ.9

7月 28.3 81.O 130.7

8月 28.3 81.0 104.1

9月 27.1 75.0 88.1

10月 23.3 69.0 19.2

lュ月 19.8 68.0 27.0

12月 15.1 72.0 20.1

計 1.030.0

出典:理科年表, 1991年
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3.2 社会･経済

(1)社会状況

福建省の人口は約2.677万人であるc 省都は､省北東部に位置する福州市であり､

主要な政府機関は殆ど同市に置かれている｡ 海峡を挟んで台湾と向かい合って

いる辛から､軍事的対時状態の前線としての役割を長期間負わされてきた｡行政

区分は7省轄市､ 3地区､ 3県級市､59県の構成となっている.

(2)径 済

台湾に対する軍事的前線の役割を負わされていた影響により､長い間工業の発

達は低蘭であり,また､交通､エネルギー,通信などのインフラストラクチャー

の整備が立ち後れていた｡

ところが､ 1g78年の解放政策以来､福建省は隣の広東省と共に対外政策に於汁

る特殊政策の採用が認められるに及び,一躍世界の注目を集める地域となった｡

福建省は伝統的に海外との交流が深く,多くの華僑の故郷でもあるところから､

それらのチャンネルを利用した外貨の導入を積極的に行っており､現にかなりの

成果を挙げている｡現在,福建省の沿岸一帯が対外経済解放区となっており､今

後､度門摩済特区が自由港としての役割を果たすにつれ､福建省の沿岸部は､香

港､マカオはもとより台湾との経済交流を拡大していく経済の前線基地としての

役割を強化していくものと期待されている｡

3.3 農 業

福建省の農業はその温暖で多雨な気候を利用して行われており､水臼稲作を中

心に発展している｡多くの山地の狭い耕地を水田として最大限活用しているとこ

ろは､日本と良く似ている｡また､その気候と地形を生かして茶の栽培が古くか

ら盛んであり特産品となっている｡熱帯性の果物の山地としても国内で有名であ

り､柑橘,龍眼､レイシ､バナナ､サトウキビ,械棟は福建省の6大名果として

有名である｡
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福建省の野菜生産･研究

4.1野菜生産

福建省は温暖な気候を利用して､イネ,果樹､茶､野菜の栽培が盛んである｡

同省での野菜の栽培面積は､年間延べ2 4万ba程度と推定されており,推定生

産量は435-450万トンである｡ 福建省は､野菜の供給が少なくなる冬期

の野菜供給源として､広東省､四川省などの南部諸省と共に全国的に重要な位置

を占めており､カリフラワー､キャベツ､タマネギ､ダイコン､ニンジンなどを

中'L､に主に北京､天津､藩陽､長春､ -ルピンなどの北部の大都市に向け､年間

約20万トンが省外に販売されている｡

近年､同省では野菜の栽培が急速に増加しており,野菜生産の先進地としての

発展が期待されている｡ これほ､熱帯型の多い中国野菜の栽培､冬期の野菜栽

培に有利となる温噴な気候に恵まれていることに加え､解放政策によって径済特

区として同省が指定されたことにより､販売ルートの開発が有利に進められるこ

と､歴史的に多くの華僑の出身地として海外との繋がりが強く,優良品種､最新

栽培技術などの導入を比較的容易になしうること､といった有利な条件を同省が

有するためと考えられる｡

福建省人民政府もこうした利点を認識しており､農業開発の基本戟略の一つと

して野菜生産振興を掲げている｡ 省内の1 6の都市には野菜生産事務局が設置

され,野菜産地形成のための省の行政サービス機関として機能してい.る｡ また

同時にそれらの都市には国営野菜公司が設置されており､技術普及､資材販売､

金融､集荷､販売等の農家支援業務を行っている｡ 更に､福州､度門､泉州､

同安といった拠点の都市には野菜市場が開設されており､全国各地から業者が買

付けに訪れている｡

国家第7次5か年計画においては､都市近郊における野菜栽培を主とし,遠郊

を補助､地方生産地を調整とする方針が立てられていたが､今後の涜通条件の改

善を考慮に入れれば､福建省のような地方生産地の重要度は今後更に増加するこ

とが考えられる｡
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4.1野菜研究

中国農業は食糧自給を最優先課題としてさたため､一般に野菜に対する研究は

それほど重要視されていなかった｡ 特に文化大革命中は政策的に科学研究が抑

制されてきたこともあり､品種改良等の野菜研究にはとんど見るべき進展はなか

った｡ 野菜研究の重要性が認識されるようになったのは､解放政策後食糧の安

定的な自給体制がはぼ確立した後のことである｡

とはいえ､近年の野菜需要の増大に伴い､野菜研究の重要性への認識が高まっ

ており､特に､優良種子使用に対する認識は､海外から優良品種の種子が多く入

って来ていることもあり急速に高まっている｡ そのため､福建省人民政府は優

良な野菜種子の供給が野菜生産振興の基本であるという認識のもと､野菜研究･

種子生産体制の整備に意欲的に取り組んでいるc

福建省の野菜研究の中心をなしているのは､福建省農業科学院く以下､省農業

科学院という)である. 省農業科学院は,同省の省レベルの唯一の農業研究積

関であり､野菜については､育種､優良品種の導入､栽培技術の改善､優良品種

の種子生産･販売と､基礎的研究から応用技術まで幅広い研究を行っている｡

また､省内の大きな都市では市レベルでも農業研究機関を有しており,野菜研

究もそこで行われているc 特に福州､度門の両市では野菜研究専門の研究所を

有している｡ それら研究機関以外にも､福建農学院(農業大学にあたる)園芸

学部内には野菜研究室が置かれており､野菜研究教育を行っている｡ 更に､主

に普及用展示栽培を主体とした､国営野菜公司の野菜科学研究ステーシ`ヨンが省

内に4カ所あり､そこでも導入品種の栽培検定等が行われている｡

省内には,以上のような野菜研究機関､栽培試験圃場が3 7カ所あり､省農業

科学院を中心にそれぞれが協力して研究活動が行われている｡ 最近1 0年間の

実績によると､福建省内でカリフラワー､ハクサイ,ナス､ササゲ､トマト､ス

イカ､メロン等30余りの優良品種が育成されたということである｡

-

8 -



福建省の野菜種子

5.1野菜種子の需給状況

現在､福建省内で生産され販売されている野菜種子の量は年間約450tonとなっ

ている｡ また､福建省は海外からの種子輸入の窓口ともなっており､年間約

SOD tonの野菜種子が輸入され､省内ばかりでなく中国全土に販売されている｡

このように,省外に流通する野菜種子(輸入品､省内生産品共)の量は､年間約

BOO tonと推定されているo

一方､福建省内の野菜種子の需要は年間約1.000 tonと見込まれていることか

ら､約 550 tonが農家によって自家採取されているものと考えられる｡

自F5語雫｡n,hーF!T
種子生産

(450ton) 輸入
(300ton)

I

l

J

図 5.1福建省の野菜種子需給状況

●■■●●■■一●■●■■■■■■

省内需要 :

(1､000 ton) :

111JILlbIIJIdJrlIP41

管外涜通 :

(300 ton) :

近年の野菜生産の増加､優良品種導入への農家の意欲を考慮に入れると､省内

外とも､今後､野菜種子に対する需要は増え続けるものと予想される0

5.2 野菜種子生産体制

中国政府は農業生産振興における種子の役割りを重視しており､第7次5カ年

計画の中でも優良品種の育成･普及を促進する方針が掲げられている｡これに伴

い､ 1989年3月には種子法が公布された(種子法は添付資料-1に添付した) o

種子法には遺伝資源の国家管理､品種登録制度､種子生産許可制度､種子販売

許可制度､種子検査･検疫制度,種子貯蔵制度について定められており､種子の

生産から販売までを厳しく管理し､優良種子の安定的供給体制を確立し､その使

用を奨励することを目的としている｡
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福建省の野菜種子生産･涜通もこの種子法に則って行われており､その概要は

以下の表5.1のとおりである｡

野菜の育種研究､原々種の導入･維持は図5.2に示した省内4つの研究所で行

われており､原種の増殖もこれら4つの研究所で行われている｡原種の増殖､一

般種子の生産計画は省農業科学院によって立妾され実施に移されている｡

原種は､種子生産計画に則って､これら4つの研究所から種子生産者に対して

配布され､省農業科学院の技術指導のもとに種子生産が行われている0

種子生産者とは種子法に則り､一定以上の条件を満たし生産許可書を交付され

た者のことをいう｡種子生産許可書は各市の農業盾1こよって発行されるが､省の

商業庁食品工業処でその折整が行われ､許認可にあたっての技術的助言は省農業

科学院によって行われている｡種子生産許可書は個々の農家ばかりでなく､省内

の各農業研究機関にも交付されており､省農業科学院も許可書の交付を受けて種

子の生産を行っている｡現在,野菜種子生産者として認められているのは39の

機関･農家であり､その内約6割が個人農家である｡

種子種別 業務内容 実行機関

1.原々種 育種/導入/維持 ･福建省農業科学院

･福州市蔵菜研究所

･度門市轟菜研究所

･田市農業科学院

2.原種 増殖 ･同上

3.一般種子 生産 ･種子生産者(許可書)

加工 ･福建省農業科学院

検査 ･省植物検査ステーション

販売 ･種子販売業者(許可書)

表5.1福建省野菜生産体系
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生産された種子の一次加工はそれぞれの生産者の手で行われているが､品質維

持のため仕上げ乾燥､精選､包装等の最終加工は省農業科学院に集められ一括し

て行われている｡

このような種子の生産方式を福建省では共同生産方式と呼んでいるが､一連の

生産は省農業科学院の強い指導のもとに行われることになっており､省農業科学

院が種子生産者を使って委託生産していると考えたはうが実態に近い0

種子の検査は､省農業庁の植物検査ステーションが行い,一定品質以上の種子

について証明書を発行し販売許可を与えることになっているが､実質上の技術的

な検査は省農業科学院が行っているc

その後,種子は種子販売業者に売り渡され､彼らの手で農家､他省の業者等に

販売されている｡種子販売業者も免許制となっており､現在､約100の団体､個

人に種子径官許可善が発行されている｡省農業科学院は種子経営許可書も有して

おり､同省で生産された種子のはぼ 2/3を取り扱っているということである｡

種子径官許可書も種子生産許可書と同様の手続きによって発行されることになっ

ており､省農業科学院は許認可について技術的助言を行うことになっているo

以上から明らかなように､富農業科学騒が同省野菜種子生塵の全ての面に薄く

関わっており､省農業科学院抜きにしては野菜種子生産が立ちいかないはど重要

な役割が独占的に与えられている｡このことは,種子法が公布されたものの､現

実は法律実施の前提となる諸条件の整備が十分でないことから､とりあえず実施

能力のありそうなところに桟能を集中させた結果によるものと考えられる｡

検査をする積関と受ける機関､許認可を与える機関と受ける機関が実質上同じ

といったように､すべての権限が省農業科学院に集中しており,種子法の理念に

添うためには､今後制度的な改善を行ってゆく必要がある｡

しかしながら､省農業科学院が種子法実施面での諸条件の改善を行う上で指導

的役割りを担うことは確実であり､また､将来に渡って同省の野菜種子生産を支

える重要機関であり続けるものと考えられる｡
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塵.堕呈星基盤豊遊里過重

6.1沿 革

福建省農業科学院は省政府科学委貞会傘下にあり､同省唯一の省レベルの総合

農業研究域関である｡

同農業科学院は､ 1949年省農業試験圃場､省植物病虫害防除所､省種子管理所､

福州市果樹園を統合し､福建省農業試験場として設立された｡ 1957年には名称が

福建省農業科学研究所と改められ､ 1960年には規模の拡大が行われ､同時に名称

も現在の福建省農業科学院となった｡その後､文化大革命中の閉鎖はあったもの

の､ 1975年には活動が再開され現在に至っている｡

6.2 役 割

省農業科学院の役割りは､福建省農業研究の中心機関として､省内の農業研究

をリードし､省の農業発展に貢献することである｡そのために,基礎的理論研究

よりもむしろ､農民に直接役立つ実用的技術の開発･普及に重点を置いた研究方

針をとっている｡

省農業科学院の役割りとしては､以下のものがあげられている0

a)福建省の農業瀕興への責軒

b)新農業技術の開発

c)研究成果の実用化

d)国･省よりの委託研究

e)国内外関係機関との研究交流

f)マクロ経済的農業開発戦略の設定

6.3 組織･施設･人員

福建省農業科学院は院長の下に3名の副院長がおり,研究部門として13の研究

所が付属している｡また,配下に3つの公司を有しているが,それらには営業活

動の他に同農業科学院の一研究部門としての役割りが与えられており､主として

応用的研究が行われている｡
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同慶菜科学院には現在1,280名の職貞がおり､その内720名が研究員であるo 研

究員の内､ 110名が上級研究員､ 269名が中級研究員という構成になっているo

同農業科学院の本部は福州市内にあり中央実験室､科学技術情報研究所､地熱

農業利用研究所などが同じ敷地内にあるが､多くの研究所は試験圃場とともに福

州市郊外北部に設置されている｡また,稲麦研究所は福州市の南郊に､茶研究所

は福安県に､サトウキビ研究所は…葦州市に分かれて設置されている｡試験圃場は

合わせて90haの面積になり､必要に応じて温室などの設備が設置されているo

中央実験室を中心に､原子吸光度計､ガスクロマトグラフィー､液体クロマト

グラフィー等の各種分析機器､電子顕微鏡などの高度な実験機器も完備しており､

農業研究機関として各種&TJ定分析が行える設備が整っているo

同農業科学院の組織は下記のとおりである

院長

I

副院長

芙肇惹

謂藁慧空理処

垂垂猫蓋孟真顔

藁聾鮎慧彊閤薫雲笥公司
+瓜菜花き研究所

商有限公司
センター

技術研究センター

図6.1福建省農業科学院組織
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6.4 野菜研究･種子生産

(1)実 態

野菜種子生産体制の項に述べたように､福建省では研究部門と種子生産部門の

役割分担が明確になっておらず混沌とした状態であり､省農業科学院に独占的な

権限･役割りが与えられている｡そのため､省農業科学院の野菜研究紘,基礎研

究よりも､導入品種の適応試顔･比較試験といった応用実用的な研究が主流とな

っており､それに加えて､･原種から一般種子の生産･加工までを行っている｡

ところが､現在､省農業科学院では野菜の研究所を有しておらず､野菜研究､

野菜種子生産は､傘下にある農業優良品種開発公司､福建省環農種苗有限公司の

2つの公司で行う体制を解っている｡ 1984年農業優良品荏開発公司の設立に伴い､

省農業科学院の野菜研究部門は同公司に集中させる方針が取られており､その後､

1988年の福建省環農有限公司の農業優良品種開発公司からの分離独立によって､

現在の体制となった｡

農業優良品種開発公司は野菜･花きの優良品種を導入育成し､その成果を省内

に普及させるべく省農業科学院に付属する公司として設立された｡本来ならばそ

の襟鰭からして研究所とすべきところを公司としたのは,野菜･花きの品種導入､

普及を積極的に推進するためには､種子･種苗の購入販売といった商業的活動と

の薄い連携が不可欠であるにもかかわらず,当時,中国では民間のそのような商

業活動がはとんど未発達であったため､省農業科学院自らそのような商業活動を

行わざるを得なかったことによる｡そのため､活動内容は､公司としての商業活

動よりもむしろ省農業科学院の野菜研究所としての活動に重点が置かれるという､

いささか変則的な形態の機関となった｡組織的にも瓜菜花き研究室が省農業科学

院から同公司に移管されており､他の部門も良稽導入部､試験示範部､良種荘官

部といった構成で研究主体の組織となっている｡

なお､福建省環農種苗有限公司は､場所柄､海外との交易の必要性及び将来性

を考え､ 1988年農業優良品種開発公司から独立するかたちで設立された(農業優

良品種開発公司では貿易業務が非常に制限されている｡ )もので､今後の活動が

期待されている状態である｡

両公司は省農業科学院の実験圃場､施設を利用して業務を行っており､本部は､

省農業科学院の本部敷地内に設置されている｡また､省外にも実験圃場を持ち､

ー14
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新品種の評価･適応試験を盛んに行っている｡特に,径済特区であり海外に在住

する華僑との繋がりを持つという省の利点を生かし､海外からの優良品種導入に

は力を入れている｡このような研究によって選抜された優良品種の種子は,省農

業科学院すなわち両公司の責任によって増殖され一般農家に販売される仕組みと

なっている｡

現実には,両公司自身の手で種子生産を行うのは､原々種の維持及び原種の増

殖が主で､一般種子は種子生産者と共同生産(委託生産)を行っている｡ 1990年

両公司の手によって直接生産された種子の量は約50 tonである｡また､共同生産

によって生産された種子の童は約400 tonであり,これらは両公司の責任によっ

て最終加工･包装され流通にまわされているc

(2)間者点

省農業科学院直属の公司とはいえ､本来ならば商業活動を主体とすべさ機関が､

全ての研究活動を行っていることは､将来の野菜研究発展のためには問題が多い｡

今後の野菜研究の高度化,それを支える基礎的研究の必要性の増大を考えると､

それに応じた械器､施設､人員の充実が不可欠である｡しかしながら､公司にそ

の全てを負担させることは経営を圧迫する大きな要因となる｡その結果､商業活

動に直接結び付きにくい研究がおろそかにされ､研究の発展が阻害される恐れも

でてくる｡

また､現在,省農業科学院すなわち両公司の責任によって一般種子の最終加エ

が行われる体制となっているが､両公司とも種子精選･包装のための満足な施設

を有しておらず､このことが種子の品質を低下させているひとっの要因ともなっ

ているQ
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計 画 の 概 要

7.1 目 的

今後の､福建省の野菜生産振興に資するために､福建省農業科学院の野菜研究

積能を充実させる｡ また､研究成果を広く一般農家に及ぼすために､同農業科

学院の機能のひとつである､良質な野菜種子の生産体制を強化する｡

7.2 実施機関

福建省農業科学院である｡

7.3 内 容

(1)福建省農業科学院に野菜研究部門を設立し,研究施設機材を充実させる｡特に､

育種研究機能を重点的に強化することを考慮する｡

現在の農業優良品種開発公司,福建省環農種苗有限公司に与えられている機能の

うち､研究活動と商業的活動を区分し,研究活動は新しい研究部門に移管する｡

基本的な野菜研究部門の役割りは以下のものとする｡

a)育種･新品 種 の 導 入

b)新しい栽培技術の開発･導入

c)蝶 々 種 の 維 持

d)原 種 の 増 殖･配 布

e)種 子 検 査

(2)また､現在､福建省野菜種子生産体制の中で福建省農業科学院の与えられている

役割りの重要さ､及び,それに代わる適当な機関が存在しないことを考慮して､

種子加工のための施設を付属させる｡そこでは､新研究所で増殖した原種の加工

を行うと同時に､種子生産者によって生産された種子の加工も行える規模とし､

同農業科学院の両公司の使用も可能な施設とする｡

(3)更に,種子生産を増加させるために､附属採種圃場の拡充及びインフラの整備を

行なう｡
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(4)対象とする野菜は下記のとおりである｡

ダイコン,キャベツ､カリフラワー､サインン､コマツナ､カンコン

インゲン､ササゲ､オクラ､スイカ､メロン､キュウリ､ナス

トマト､ピーマン

7.4 施設,機材の概要

以下の施設､機材を整備する計画である｡

a)野菜種子採取用施設

鮪 室

温 室

温室(空調付) :

300m2 又10 棟

300m2 Ⅹ 2 棟

100m3 x l棟

b)採種圃場用械械

耕運機(各種作業用アタッチメント付き)
､噴霧機､濯概施設等

c)圃場関孫インフラ整備

d)種子加工施設

種子乾燥機

種子精選施設(300kg/hr x 2系列)

粗選機､比重選別機､粒型選別機,除毛横 等

種子消毒械

包装､計量ライン機材

e)研究･種子検査機材

f)種子貯蔵施設機材

低温貯蔵庫(温度20oC､ 虚度40%) 500m2 Ⅹ 1室

フォークリフト､ベルトコンベア一等

g)車 両

トラック､四輪常勤尊､自動二輪車等

- 17 -



総合所見

中国農業の中で､野菜の占める位置は年々重要性を増している｡しかしながら､

野菜に対する研究､優良種子生産配布体制は､これまで､食糧自給体制の確立に

農業政策の重点が置かれていたこともあり､未だ十分に整備されていない状態で

ある｡ そのような 背景のもとで､北京轟菜研究センターが日本の無償資金協

力によって設立され､現在活動を開始しており､今後の成果が多いに期待されて

いる｡

とはいえ､中国は広大な国土に多様な自然条件を有し､農業の形態も異なって

おり､野菜の研究もその土地の農業に適合した研究がなされる必要がある｡特に,

南部地域は北部の大都市で野菜が不足する冬場の供給源として重要であり､今後

の発展が望まれることから､南部地域での野菜研究の強化､種子増殖体制の整備

が緊急かつ重要となっている｡

福建省は広東省､四川省等と共に南部の野菜生産地域の一翼を担っており､野

菜生産に対して意欲的なところである｡また､伝統的に海外との繋がりが強く､

海外から優良品種の種子,新技術が入り易いことから,農家の意識も高いものが

ある｡

このような状況から､福建省人民政府は省の農業開発の大きな柱として､野菜

生産振興を掲げ､そのためには､省の農業総合研究機関である福建省農業科学院

の野菜研究能力を高め,かつ､その成果を広く農民に及ぼすため､種子生産体制

の整備を行ってゆきたい強い意向を持っている｡

ここに,福建省農業科学院の野菜研究機能及び種子生産設備を強化する計画を

実施することは､福建省の農業開発､中国の野菜生産振興を支援する時宜にかな

い,貢献度が高く､また必要性も高いものである｡
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表 3.2 福建省の主要農作物生産状況(1989年)

作物

作付面積 生産量 収量

(千ba) (千ton) (ton/ha)

棉 1.50g.2 7,444.0 4.93

小麦 116.7 246.0 2.ll

トウモロコシ 18.8 34.0 1.81

大豆 87.3 1()7.0 1.23

書類 268.1 934.0 3.48

落花生 87.5 148.0 1.69

菜種 19.9 13.0 0.65

麻類 1.9 2.0 1.05

サトウキビ 4g.4 3,387.0 68.56

タバコ 34.6 3().0 1.13

歳菜類 229.1

緑肥作物 96.2

慕 118.5 55.4 0.4T

果樹 278.3 699.0 2.51

出典:中国農業年鑑､ 1g90
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中華人民共和国和子管理家例

中年人民共和国国各院今

第31号

>･･

l

ト･-▲･

.
《中年人民共和.国神子管理

食倒》巳象一九八九牛一月二十

日回舟院貨三十二次骨身会放逸

軌勢子-及札自一九ノリL牛五

月一日起施布｡

息理 李 鵬

一九^九年三月十三日

第一章.忠 粥

第一姦 カ加強神子工作的管理,堆折

神子迭育者.生戸者､
,#jE曹者和班用者的合

法枚盈,保証神子屈量,促進衣北､林並的

友展,制定本条例.

第二森 本条例併称朴子,是指用干衣

並､林並生戸的好粒,果9-;和解､茎､苗､

井等繋盈材料.

第三糸 瓜事神子連育､生戸､鐘菅.

使用和管理工作的単位印十人,必須遵守本

条例.･
▲

第四条 国家鼓励仇串衣此､林地生戸

的単位和十人采用良和.対良神速育､生

戸.生育和推｢治子伏臥

使申国家投海或者山国家扶持造林的,
庄当依照規定使用和子.

第五条 国表鼓励帥子科学研究,,椎｢

先述技禾,蜂鳥神子工作的科学技木水平.

第六条 国奔院衣此､林地主管部rl,

分別主管全国茨作物､林木神子エ作.旦級

以上地方人民政府攻此.林班主管部[1,分

l････-▲

A

LtJ
#



”

I

”

別主曽未行政区域内衣作物､林木神子工

作｡

第七森 在神子工作中成績屋著的単位

和十人.由人民政府捨子突臥

第二章 神慮資源管理

第八泉 神原資源受国家保幹.

国家有計剖地痩集､整理.笠定.併存
和利用衣作物､林木榊原資源.具体工作由

国券院衣此､林地主管部:1和各省､自治

区二宜措市人民政府衣壮､林地主管糾l授

枚的単位負釆.

第九条 仇国外引近称虜溌源的単位和

十人,必須向神威資源管理単位登ie.井依

偲規定附道畳神子供保存和利用.

第十条 単位和十人与国外交涜神虜資

源軌必須依牌国葬院衣並､ ･林地主管馴1

夫子神威資源対外交流的規産み乳

第三章 神子退官与申定

第十一条 衣作物新品沖和林木良静的

迭育,_分別由長銀以上人民政府衣此､林地

主管馴1会同有美主管酎1根据国家琉一規

･礼狙現有栄科研､教学和生戸単位連行･

国家鼓励条件和十人逸育牢作物新品紳

和林木良和｡

第十二条 国灸院衣此､林地j=･:管馴‾】

和省､自治区､克培市人民政府衣此､湖北

主管部n分別役立衣作軌hl.,寿i.申定委員会和

林木良和申定委員会. g!貿甲走衣作物新品

秤和林木良和.

申定委員会由衣此､林地､椴食.料

釈.教学等部n的代表組成.

第十三桑 野定通ii的衣作牧gr品才''和

林木良和,分別由次作物品斡申定委員会和

林木良和申立委員会笈鎗成軌井由周鞍衣

此､ ･林並主管部r1予以公1IJ'.

粂膏和推｢的衣作物新品朴和林木良

秤.庄当姪連中定.衣作物晶神官定委員会

和林木良和甲走委員会対巳申射的新品紳

(良和)
,皮当千一年内完成甲走エ作.

第十･四条 和子技禾的亨利傑折和技木

特辻,倍照《中学人民共和国号利法》和国

家有夫技木輯辻的規毒力､理｡

常四章 神 子 生 戸

第十五条 国家有汁別地建立和子生戸

基地一英行号並化生戸;剛寸鼓励き､村集

休簸併姐洪和十人,生]Il'･Fj用的良朴,

第十六条 T!tJ,1'[Pn神子生flEfF-･位Ifn十人,



>=･･

l

く′⊃

必須具布!-=j-神子生J-t':I.T:卵Fl退位的技禾力量

和生Fl条件, )(it)1L見放以上･^民政府衣北､

林並主管部rl按.'J1《神子生戸許可証〉.

商品神子生戸必頚遵守球末技作規程.

第十七糸 衣作拘良和生戸英行定期更

grit;･I)皮.

節十八条 在林木神子生戸基地内釆秤

的,由基地埜替管理者姐訳述行;在林木神

子生戸基地外来紳的.良当遵守当地林地主

管部n規定的釆揃期.

禁止拍采掠音､損杯母村和布劣成林内

采紳.

第1･九条 国皆神子生戸基地的税食合

同.･/i的任券,依照国家有夫規定減免;国家

特約和子生戸基地的粒食合同玉均任各,舵

照国家牧鈎神子的数量核滅.

第玉章 秤 手 塩 曹

第二十姦 次作物常親和子英行多渠道

鐘･ld'･.主要衣作物森交組子由鼻級以上人民

政府指定由単位組訳轟草.井納入同級衣作

物神子管理部r1的計剣､.
/

省奴以上人民政肘林地主管部n建立的
I I

林木和子生戸基地的和子.由林並部'n有汁

測地鏡･-由軌Ll(的和明剤任用.

第二十-･一条 生苦仲子的単位和十人庄

当異存下列条件:

(
-)具有対坪箆苦神子能正碗班別和

英､笠庄原量和掌握把-#保管技木的人IJ5.;

(二)具有与所生育和子相通皮的幣

金､背地場所和没施/,

第二十土粂 軽草朴子的単位和十^.

必罰粂所在地長銀以上地方人民政府衣世､

林地主管部T1依照本条例規定的蛭菅条件.

核友《神子I?f.昔許可ilt〉.究証到当地工商

行政管理部n申請登記,鐘核堆登記井領取

《菅地肌照》后方可粂菅.有夫主管部n可

以対其,?i.背括功連行監督検査.

y,'二十三糸 各衆人民政Iftf有美馴1在

安排可用作和子的衣､林戸晶蚊的甘利吋.■

良当伏先保証神子的畷的.

第二十四条 生育的和子尿量皮当迭戸r

国家或着地方的神子灰畢掠堆,井附有和子

栓絵､検疫合格証宙.

軽;A'神子F一禁極東使仮､以次発好｡

第二十五条･飼迂或者郎宥和子出具

(市)的,必須持有栓姶､栓疫合格証乱

交滴逗翰､郎iF.[I滞n庄当党i.三Li比先安排逗給‾

或者郎寄.
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第大童 神子撞瞳和粒疫

第二十六条 各袋衣此､林地主管部r1

的神子栓粒机杓及其委托単位免責和子虜畳

的栓睦工作;個物栓疲机抱負東和子病虫害

的栓疫工作.

第二十七条 神子稔睦机杓和植物桧疫

机椅免責対国乱集体和十人生戸､軽菅和

使用的和子逆行抽栓.

第二十八条 碗定保存的紳尻焚源入庫

前座当向当地縫物検疫机椅申請栓疫･

第二十九条 禁止任何単位和十人在衣

作物神子生戸基地和林木良和基地倣病虫害

漢和試姶.

到海南省南繁基地繁敬神手札必須粂

省､自治区.宜輔市家並主管部rl拒国葬院

家並主管附1耽胤井依照規定連行桧疫･

第三十条 由干不可抗力的振乱改変

秤椴計軌需供圧送不到国家或者地方尿量

拝聴的衣作物神子臥必須姪具銀以上人民

政府批准;供皮辻不到国家或着地方尿量椋

椎的林木神子軌必須窪省敦人民政府杯盤

主管部n批准.

神子開放出匙(市)臥空洞適地埴物

栓疫別杓睦疫合柄后.方可神位･

第三十一条 衣作物和子和林木神子的

栓臥皮当執行《衣作物神子栓盤規程》.

《牧草神子栓酸規程》和《林木神子稔粒方

法》専有米国家掠堆.

第三十二条 神子粒猿人員依法執行公

募吋,皮当特有省､自治区､宜括市人民政

府衣此.林此主管部r1核友的《和子栓泣顔

従》井侭滞杯志;任何単位和十人不得拒

絶､阻碍其執行公葬

第七章 神 子 虻 各

第三十三姦 国家建立神子貯各制度.

生戸単位和衣戸良当虻各自用的神子.

各故人民政府皮当枢据自鈷末書笈生規

律.功定救突各式衣作物神子収虻数畳.国

家虻各的救失各荒衣作物和子由国各院衣此

主管部n負宋;地方軒各敦夫各荒衣作物神

子的部T1,由省､自治区､凍結市人民政府

醜女｡

林此部rl皮当根据林木結実辛欠規待虻

各林木神子.

笥三十四条 神子虻各戸生的政策性号

乳 由同袋財政馴1祭-7,道当朴帖･.具体み

Ik-i-rlltEj昇院有夫主管部n会同叫敢却n側

溝.
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第三十五条 和子虻各位当分品和人

軌定期栓臥功用虻各的敦夫各先攻作物

神子,必剰長照国家規定,鐙人民政府批

樵.

･第八竜 司 則

第三十六条･未依照本条例規定取得

(神子生戸祢可証》生戸神子的.由衣並､

林地主管酎1末今停止生戸;未依照本条例

規定取得《神子姪膏祥可読》和《替地紙

屑》粂営和子臥由工南行政管理机美藁今

停止疫菅.

対前款行丸可以井赴閉臥没収追抜

所得.

第三十七糸 非法皇宮或者推｢未窪官

定通辻的衣作物新品紳或者林木良紳臥由

衣並､林地主管馴1根据償i'J'軽重治子.管

乱没lピ(神子和違法所乱責今賠接宜鞍損

央和可符利益的塀失.

第三十八条 鞘昏不符合尿量柘准和子

軌以次充好､珍条佼償的,神子粒酸員有

枚制止其箆背活臥軸沖和子;エ南行政管

理机失瞭依照投机[;:-;]把行政赴'ilJ7i--_1:･EJL的規定

姓罰タト,井可未今.';!;hi怯在披講失和可得利益

的損央.

第三十九条 拍采掠臥馴こ母榊d]･

在劣庶林内采朴軌由林北主管馴頂今[i.;

止釆秤､瞭俵損失､一役牧和子,可以井姓罰

款｡

第四十条 在衣作物神子生戸基地和林

木良紳基地散病虫害接朴;式変乱衣虹林

並主管糾1有枚制止;造成危割勺,末寺賠

佳境失,可以井赴詞款.

第四十-･森 村連反本条例規定的宜接

或任人員,由某所在単位或巻上祭主管部｢】

拾予行政赴分;椅成犯罪(･i).由司法机美旋

法追究刑事責任｡

第四十二糸 当i,fl.人対行政姓'L73決定不

服臥可以在接到姓詞通知之日起十五日

札向作出社嗣決定的机夫的L･･-劉ば申

請変乱対夏蚊決定不脈軌可以在接到変

改決定之日起十五日内向人民法院起訴;期

満不起訴又不履行臥由作出赴罰決定的机

美申請人民法院強制執行｡

第九葦 附 則

第四1一三森 本条例所称衣('F軌包括

牧臥所称朴虜穀源是指述-i;)'･.坐)-i-衣イ乍物

新品耕和林木良和的基馳材札

第由十四条 国勢院衣虹林地主管部



rl痕据本条例分別制定案施細則.

国勢院有夫主管馴1可似根据本条例対

塘用甜乱梱草等和子管理F'作具体規定.

第四十五条 本条例内国券院政.JJ!..柿

地主管緋n免責解梓.

第四十六条 本糸例自一一九八九韓五月

一日起施行.

>
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2.調査団貞の時歴

吉野 治伸

昭和53年 3月

昭和53-56年

昭和56-63年

明治大学農学部農学科卒業

青年海外協力隊

海外貨物検査㈱ コンサルタント部

平成2年-現在 ㈱タスクアソシエーツ■ コンサルタント部

P CI嘱託

3.調査日程

u

6月24日(月)

6月25日(火)

6月26日(水)

6月27日(未)

6月28日(金)

6月29日(土)

6月30日(日')

7月 1日(一月)

7月 2日(火)

fi__J

移動(東京 一◆ 北京)

日本国大使館表敬訪問

移動(北京 一 南昌)､福州に向かうが悪天候のため南昌泊

移動(南昌 一 福州)

福建省農業科学院と協議

福建省農業科学院と協議､現有施設(試験蘭壕等)祝案

福建省農業科学院と協議､現有機材等視察

福建省農業科学院と協議

福建省人民政府､福建省対外経済貿易委員会と会談

移動(■福州 - 北京)

日本国大使館報告

北京読菜研究センター視察

移動(北京 一 束京)

A - 7



4.面会者一覧

日本国大使館

広井 和之 参事官

福建省人民政府

呉 建華 副秘書長

翁 卑生 副処長

福建省農業科学院

劉 中柱 院長

王 新芳 副院長

楊 亜包 /′

林 程波 副研究貞

鄭 国嘩 /′

棟 人珍 ノ′

祝 衛華 /′

黄 波 通訳

福建省対外経済貿易委員会

林 衛国 国外軽演合作処副処長

陳 雪 国外経済合作処

北京売薬研究センター

鈴木 略 JICA専門家

野中 正義
/′
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5.収集資料一覧

1)福建省農業科学院建院三十周年, 1960-1g90

2)CuINA: Facts & Figures lg90,
'qew

Star Publishers

3)China's Rural Reform, New Star Publishers
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参考資料

(想定される種子精選施設の1例)



No. 6ANo.7

NORTH ELEVÅTION

No. 8▲Nn.7N′〕.rJ

.･^TT,J7Ey;

-i
l

f

E;
柄-■■■-■■■一一･--■■■一■■‾-■1-■■-I-■■■■■■■■l

∠:

＼ーO.WN
,,OUT y.,

/ i ＼ /i､,

No.7 No.6A

』 し□

戸i
(F-iI .

rT

I

I

ii=州i=!=川=川川==州 1i

＋-
I

LLH二
汁

】l

蒜il1 1

しI'･･‾▲‾,-‾ー-I-一■hー･･-こlユー'-`1T-√･一一---ー'‾●■‾--I..一I

よ しヱ!

＼_ノ

E上ST 巳_EVAT10卜J

SOUTH E+∈∨ÅTtON

rQ

5LT7

戸ゴ
l二丁､FJ

敦

∩

生し蔓息】皇+ _ よ』

-～
一{ヽ

L3,]
.A

_ ′■ー

｢有‾1

++

+__1虹_
トわ,e▲S〔CTION

PROJECT:

T工TLE:

温 室(ガラス室)

DWG, No.

A - 10



>

l

～

I-A

WEST.. ELEVAT].ON_I

39
3 xl

_
PLAN .-_

SOUTH ELEVATION

f#
-●一_- ..I-.

11>

l

J

▲■ 1
1 ;

l

I 二∃
65

_I_SECT10且_.

･･Z-



･-I/-,---I-･

1)O.llJU:･u5=･L:i)j二_nr)U川∧TJO
1)O:I-.JIJUllDl:MJ･岨__

T)11rZE乙^

JLしl

23

,lL山･''1i;'喜｡じ畠諾己sIJ会^｡1O-.i
z:I.EV^D〇R⊂OIJ⊂U11O

t●-･▼■■-■･一■一-●■-t■---▼■---

托/､ウU王rJ^rt∧Ⅳli･エMPlご乙^

r･J､Iひ-L川Uし-^DEl一=1P工C2T.A

I:⊂⊂7エ訓DES土‾r･汀LL^ lコ ES⊂A只IFJ⊂∧DCm

八代入Lエ･こ∧-BDEi.エHP

sz:LEC⊂1ONDESEM=LL^
2i

L'tl王フし

LIT)じ九SDEEMP^GロE

2

YSL

)く sA己cFエLTr10 '2ら
LIN臥5D∑D)L･AT^DO

丁†blTLDDR pEOUが九⊂^P九亡IDTDP^穴入

L九Dロ払TO7iIO･J

一

s^⊂orlエ.TRO

亡LEVV^DO只⊂OrJCLIDO

I

I

15

16

⊂ED旭OG!Vl'POn･

zLEV入DOR⊂ONCUBO

1

27

‡2B

pエ亡DRA_-1MT

GRAVED入DSEP^R入DO穴-

ro月

5 pTEr)RJLこLIHINÅpOR
17 71EDM九TICOSSこP人肌DC)R

I

RQLLOS_PARFu)

1291cED入ヱOGR^D〇R
etごLFV入POR亡ON⊂U8O
7lGRAVロ)入DSEP^JuD〇R

I

l

18

19

∑LEV^mR⊂ONCUBO

G払VmADSEPⅣV皿0只■
i.30

!31
ESCAR王T7⊂入DO72

耽oG:DAD亡PO:一VOPAFUL

B⊂ÅRIrI⊂九∞n
8 ELEVAロ⊃RC(刑⊂UZIO 1

20

21

l

(慧Amf蕊喜慧誌-^NIp-INSP-⊂エ-SU-9 ELEVADORCON⊂ロZIO 32 71馳H^-7⊂DSS乞P人丸hDOR
lO

lユ

12

NEUPLATl⊂CLSSこPA見入DOR

ELEVAPDR⊂ON⊂UZIO

sDTl之OC肌DOR

22

S三LE⊂⊂ION

s∑c入DORP人見入SEPtエLLA

▲

I----I-----}上__.._......+.--▼‾‾【

I_巨

%
e>
～

喜
■>

e
O

ヽ亡l

ET,
⊂〉

tト
rV

!!
∫

伝
土

I
i

LJE†F2ET⊂ R;TR;TE

U

事務室盲■止

実験室

(検査室)

㍗-ll ---こ='一=ごIi-⊥･･･- ⊂⊃

～9 2S 27 ～占

亘田包iB
3】 32

-匡計･一国-昏ユ

7ODO

D

皇
守
T
∩
＼

25

デー

IFL_

竜
一n

2.L'.':o

22･Jgi

百'義盛邑畠･2適.;L!

く>

⊂ヽ

℃｢

1～OO

21

2O

lらIB19

I

O

琵9肝腎+
1O

○

○

⊂〉

⊂〉

i.も50O5OOO
ff圭

i

A

i

∃‾

種子倉 庫

irT一一声十
I l

+_也_+. L_ヰ_三
I J

由己二二二｢ー‾
I-

トーー叫
2 70OO

L90D〇

⊂⊂]
.m 表ヲ『C'

,Ti
⊂□ ロコ +⊥+ 刀

～000

;===r

5∝)0

7 SDご0

種 子 精 選 施 設 配 置 例

A
- 12



野菜柾手稲選ライ ン ブローチIt -ト

ラ イ ン一人

1 -

】

毛防出

I-

l

ト･■Jl

∽

ク マえギ

ビート

ハッカダイ
コ ン

カリ フ ラ ワ
‾

エ ン ド ウ

キ ヤ ベ ツ

ラ イ ンーB

ニ ン ジ ン

レJ ス

大

ま

忠.E

階段

〕
バッグフィルター

打問

a,E

:*T

.～
+1s

莞Ll
a.E

古十
F
AFTl

ら.E

≠｢巨岩
粒径選別雌

16

I 7

亡=F F戸

8
B.E

｢
J,L=

比重選別械

+‾T｢

バッ グフ ィ ルタ
ー

鼠:7酪

㌔;鼠l選出

12

a.E

ll a.E

I-一‾■----1

山

粒径選別粒

ち . E :バケットエ しべ‾タ

20
a.E

ロここJ

山L1

幣

㌧ 19

亡コ
比重選別



野菜E(手柄確･包装ライン フローヰ十-L

消去圭ラ イ ン

a

'[ELl

班子 ｢

包装ラ イ ン

>

l

I-■▲

Ji

消忠地

B.E

政子
｢

㌔

計丑峻

包装機

‾

｢

〔〕

缶害訂包装ライン

計薮也

⊥′

a

a.E

n'子 ｢

♂
○

0

a

巻論u5･

コ ンペイ ヤー

タ
ー

ンテ
ー

71ル

嗣


	表紙
	目次
	ま　え　が　き
	地　　　　図
	現　地　写真
	1．調査の背景と目的
	1．1　背　　景
	1．2　目　　的

	2．中国の農業概況
	2．1　農業概況
	2．2　野菜生産

	3．福建省の概要
	3．1　自然条件
	3．2　社会・経済
	3．3　農　　業

	4．福建省の野菜生産・研究
	4．1　野菜生産
	4．2　野菜研究

	5．福建省の野菜種子
	5．1　野菜種子の需給状況
	5．2　野菜種子生産体制

	6．福建省農業科学院の概要
	6．1　沿　　革　　
	6．2　役　　割
	6．3　組織・施設・人員
	6．4　野菜研究・種子生産

	7．計画の概要
	7．1　目　　的
	7．2　実施機関
	7．3　内　　　容
	7．4　施設・機材の概要

	8．総　合　所　見
	添付　資　料
	（1）種　　子　　法
	（2）調査団貞の略歴
	（3）調　査　日　程
	（4）面　会　者　一　覧
	（5）収集資料一覧

	参考　資　料
	想定される種子精選施設の1例




